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「よいことのために
手を取り合おう」
（UNITE FOR GOOD）
マリオ・セザール・マルティンス・デ・カマル
ゴRI会長エレクトは、よいことのために手を取
りあうよう呼びかけています。ロータリー会員
は、人と人とのつながりがもたらすパワーを活
かして、新会員を増やし、奉仕プロジェクトで
協力し、世界的なインパクトをもたらしながら、
前向きな変化を生み出しています。

 2025-26 RI president.
マリオ・セザール・マルティン
ス・デ・カマルゴ

 Santo Andréロータリークラブ
ブラジル、サンパウロ



“未来へ紡ごう
ロータリーの価値！”

ロータリーが誕生してその底流に流れるもの 理念の継承，私達
の事業で言えば暖のれん 簾といえるもの ロータリーの先達先輩の
ご努力に
心から感謝です。紡いでいきたいと思います。
慌てず、焦らず、丁寧に、ロータリー活動ができたらと思います。

国際ロータリー 第2740地区 2024-25年度
2025-26年度

ガバナー 石坂 和彦
大村ロータリークラブ
長崎 日本



地区運営方針

地区重点事業
「公共イメージを向上させよう」
もっともっとロータリーを意識しよう一人一人の
ロータリアンの行動が原点です。
それぞれのクラブの活動が基本です。
ロータリーの日々の活動が、即ち公共イメージの
向上につながっています。



ロータリーの公共イメージとは

「ロータリーの公共イメージ」とは、「私たち自身が
ロータリーをどう考えるか」だけでなく、「外部の人
びとがロータリーについてどう感じているか」を含み
ます。

「ロータリー」という名を知ってもらうことはもちろ
ん大切ですが、それだけは十分ではありません。

ロータリーの活動とそのインパクトを理解してもらっ
てはじめて、参加への関心が生まれるからです。

そのためには、ロータリーについてどう伝えるかが

カギとなります。



｢公共イメージ｣､｢広報｣､｢広告宣伝」の違い
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ロータリーって何？
一般の方々のロータリーに対する認識はこんな感じです。



好ましい印象を抱いてもらう

公共のイメージは、私たちがロータリーについて
どう語るか、また、どのくらい頻繁に語るかに
左右されます。

会員がロータリーについて伝えなければ、誤った
情報に基づいてロータリーのイメージが形づくられ、
そのせいでロータリーのイメージダウンやブランド
力の低下につながってしまう可能性があります。



好ましい公共イメージがもたらすメリット
クラブが地域社会や世界のために行っている活動について知った人は、
クラブを支援し、自分も協力したいと思うものです。ロータリーの公共
イメージがアップすれば、入会だけでなく、ボランティアや寄付でクラブ
をサポートする人や、ロータリーとの協力に関心を示す他団体が出てくる
可能性が高まります。

入会候補者 入会や参加への関心を生むには、地域社会のためにクラブが
行っている活動を知ってもらうことが大切です。

現会員 クラブの活動を地元の報道機関に伝えたり、SNSで発信したり
することで、会員としての誇りが生まれ、活動意欲が高まります。

ボランティア クラブの活動が地域社会にもたらした変化を目にした人は、
寄付者 ボランティアや寄付を通じてクラブを支援しようという気持ち
協力団体 を持つかもしれません。また、クラブに対する信頼や定評が

高まり、協力したいという他団体も増えるでしょう



地域社会での公共イメージ

地域社会で好ましい公共イメージを築くために、クラブで何
を実行できるでしょうか。

• クラブのイメージアップにつながる活動を広報する。
• 地域社会に貢献する活動の情報をシェアする。
• 活気あるクラブの様子や行動する会員の姿を見せる。

▸ＳＮＳやウェブサイトの活用！！



公共イメージ委員会昨年度の活動

 公式WEＢサイトの更新（随時）
地区活動方針、ガバナー月信、各種資料の更新等

 第3地域 ロータリー戦略計画推進セミナー 神戸（7/7）
地区活動方針、ガバナー月信、各種資料の更新等

 第1地域・第２地域・第3地域合同

「公共イメージ向上 オンラインセミナー」ZOO₍7/28）

 第2740地区クラブ活性化セミナー（9/21）



公共イメージ委員会昨年度の活動

 ポリオサイクルチャレンジ ゴールセレモニー（10/22）

 地区大会ポリオデーイベント（11/8.9）

 ロータリー120周年記念新聞広告₍2/23）

 委員長向けセミナー（今年度無）
 出前卓話（今年度無）
 クラブ活性化セミナー 東京（今年度不参加）
 九州4地区合同公共イメージ向上事業（今年度無）

2700地区(福岡・佐賀・長崎)、2720地区(熊本･大分)、2730地区(鹿児島･宮崎)
との合同事業 2020年5月より設立



公式WEBサイトの更新

・ガバナー事務所、地区委員会
からのお知らせ

・ガバナー月信の追加
・奉仕事例の追加
・各種セミナー資料の追加



ポリオデー（10/24）
2740地区は今年度は11/8～9地区大会時に開催

 地区大会1日目のRI会長代理晩餐会前に、映画「ブレス
しあわせの呼吸」を上映・視聴 募金活動を実施

 地区大会2日目会場入口にてロータリーファミリーの
青少年と米山記念奨学生も参加して END POLIO NOW
ポリオ根絶推進として地区大会参加ロータリアンからの
募金活動を実施（地区目標30＄/1人）

1日目 ２４５，２００円
2日目 ２２８，５６５円
合 計 ４７３，７６５円



ポリオデーイベントの様子（2024.11/8～9）



ポリオデーイベントの様子（2023.11/8～9）



ポリオサイクルチャレンジ ゴールセレモニー（10/22）



ポリオサイクルチャレンジ ゴールセレモニー（10/22）



ポリオサイクルチャレンジ ゴールセレモニー（10/22）



ロータリー120周年記念新聞広告（2/23）



結びに

ロータリーでは、ロータリアン一人
ひとりがブランド推進者という意識の
もと、地区全体でロータリーの公共
イメージ向上に取り組んでいければと
思いますので、皆様のご理解をご協力
をよろしくお願いいたします。



ありがとうございました
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